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「
福
島
に
桃
源
郷
あ
り
」
と
称

さ
れ
た
花
見
山
は
、
福
島
を
代
表

す
る
花
の
名
所
で
す
。
梅
、
桃
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、

ボ
ケ
、
サ
ン
シ
ュ
ユ
、
モ
ク
レ
ン

そ
し
て
ツ
バ
キ
等
が
競
い
合
っ
て

咲
き
誇
り
ま
す
。

毎
年
数
十
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
る
花
見
山
で
す
が
、
昨
年
は
震

災
の
影
響
に
よ
り
大
き
く
落
ち
込

み
ま
し
た
。
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
ふ
く
し
ま
花
案
内
人
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
観
光
客
が
再
び

花
見
山
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と
準
備

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

花
案
内
人
の
一
人
で
、
福
島
の

自
然
と
温
泉
に
魅
せ
ら
れ
兵
庫
県

か
ら
移
住
し
た
西に
し

四よ

辻つ
じ

香
枝
子
さ

ん
は
、「
花
見
山
に
は
、
ど
こ
に

も
な
い
美
し
さ
が
あ
る
。
実
際
に

来
て
感
じ
て
ほ
し
い
。
一
生
懸
命

ご
案
内
し
ま
す
。」
と
に
こ
や
か

に
話
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
開
放
し
て
き
た
「
花

見
山
公
園
」
は
、
花
木
畑
の
養
生

の
た
め
今
年
は
立
ち
入
り
が
で
き
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ふ
く
し
ま
の
春

お
花
見
情
報

ま
せ
ん
が
、
周
辺
の
花
木
畑
の
美

し
い
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
花
案
内
人
に
よ
る
観
光
案

内
や
臨
時
バ
ス
の
運
行
な
ど
は
例

年
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

ふ
く
し
ま
の
春
は
も
う
す
ぐ
で

す
。
今
年
も
花
見
山
の
変
わ
ら
な

い
美
し
さ
は
健
在
で
す
。

見
ご
ろ
を
迎
え
る
4
月
7

日
か
ら
22
日
ま
で
は
、
交
通
規

制
が
行
わ
れ
る
た
め
、
花
見
山

へ
は
福
島
駅
東
口
か
ら
の
臨
時

バ
ス
「
花
見
山
号
」
が
お
す
す

め
で
す
。

花
見
山
の
観
光
情
報
は
、
福

島
市
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
花
見
山
情
報
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
電
話
0
2
4

︲
5
2
6
︲
0
8
7
1
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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平成 23 年に新築された波来湯（はこゆ）

　
飯
坂
温
泉
は
、
鳴
子
・
秋
保
と
と
も
に
奥

州
三
名
湯
に
数
え
ら
れ
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
も

奥
の
細
道
の
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ
れ
る

歴
史
あ
る
温
泉
で
す
。

　
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉
で
熱
い
お

湯
が
特
徴
で
す
。

飯
坂
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル

新
名
所
「
波
来
湯
」

元
気
な
飯
坂
温
泉

飯
坂
温
泉
の
基
点
と
な
る
飯
坂
温
泉
駅

は
、
純
和
風
の
落
ち
着
い
た
駅
舎
。
そ
こ
か

ら
摺
上
川
に
沿
っ
て
1
0
0
m
ほ
ど
行
く

と
、
太
鼓
や
ぐ
ら
を
設
け
た
和
風
の
外
観
が

目
を
引
く
共
同
浴
場
、
波
来
湯
（
は
こ
ゆ
）

が
あ
り
ま
す
。

駅
前
に
架
か
る
十
綱
橋
は
大
正
期
に
造
ら

れ
た
ア
ー
チ
橋
。
全
景
が
毎
晩
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
街
を
散
策

す
る
に
は
、
駅
の

「
電
動
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
」
が
お
す

す
め
。
坂
の
多
い

温
泉
街
の
強
い
味

方
で
す
。

飯
坂
温
泉
発
祥
の
地
、
鯖
湖
湯
（
さ
ば
こ

ゆ
）
は
、
9
つ
あ
る
共
同
浴
場
の
一
つ
で
、

ヒ
バ
の
外
観

と
御
影
石
の

湯
舟
が
雰
囲

気
を
引
き
立

て
、
長
い
間
、

地
元
住
民
や

観
光
客
に
親

し
ま
れ
て
い

ま
す
。
近
く
に

は
、
県
内
最
古

が
ん
ば
る
ふ
く
し
ま
！

復興祭と銘打って、地元の飯
坂太鼓はもちろん、プロの
太鼓集団も駆けつけます。

第11回 飯坂温泉太鼓まつり開催！

日時／ 3 月 18 日（日）
午前 10 時開演

場所／パルセいいざか
入場料／大人前売り2,000 円
　　　　　　当日　2,500 円
問い合わせ／飯坂温泉観光協会
電話 024-542-4241
HP http://www.iizaka.com/　

◆飯坂温泉までは JR 福島駅から福島交通飯坂線で 23 分、東北道福島飯坂 IC から 5 分
◆高湯温泉までは JR 福島駅西口から車で 40 分、福島西 IC から 30 分
◆土湯温泉までは JR 福島駅西口から車で 25 分、福島西 IC から 15 分

飯
坂
温
泉

飯
坂
温
泉

の
土
蔵
「
十
間
蔵
」
の
あ
る
旧
堀
切
邸
や
足

湯
「
あ
～
し
あ
わ
せ
の
湯
」
が
あ
り
ま
す
。

震
災
直
後
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
温

泉
街
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
各
都
道
府
県
の
警
察
官
や
浜
通
り
か
ら

の
避
難
者
を
受
け
入
れ
、
福
島
の
復
興
を
支

え
ま
し
た
。
3
0
0
年
余
の
伝
統
を
誇
る

「
け
ん
か
祭
り
」
も
例
年
通
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
飯
坂
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
長
の
菅

原
さ
ん
は
「
新
た
な
観
光
施
設
や
き
れ
い
に

な
っ
た
街
並
み
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
体
感
し

て
く
ら
ん
し
ょ
！
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ライトアップされる十綱橋鯖湖湯

4 月中旬に行われる「花ももの里まつり」

飯
坂
温
泉
の
西
、
舘
の
山
公
園
に
あ
る

「
花
も
も
の
里
」は
、

地
区
住
民
と
協
働

で
40
品
種
3
0
0

本
以
上
も
の
花
も

も
を
植
栽
し
、
春

に
は
百
花
繚
乱
、

鮮
や
か
な
風
景
を

演
出
し
ま
す
。

新
た
な
春
の
観
光
名
所

115

13
4

飯坂温泉

福島駅

花見山公園
福島西ＩＣ

福島飯坂ＩＣ

飯
坂
線

東
北
本
線

磐梯吾妻
スカイライン

至仙台
至
米
沢

至
相
馬

至郡山至猪苗代

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

土湯温泉

高湯温泉
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土
湯
温
泉
は
、
秀
峰
吾
妻
山
の
ふ
も
と
、

清
流
荒
川
の
渓
谷
に
あ
る
山
あ
い
の
温
泉
地

で
す
。

　
泉
質
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
単
純
温
泉
、
硫

黄
泉
、
炭
酸
水
素
塩
泉
な
ど
の
独
自
の
源
泉

が
湧
出
す
る
宿
が
あ
る
の
も
土
湯
温
泉
の
自

慢
の
ひ
と
つ
。

　
ま
た
、
土
湯
は
宮
城
県
の
鳴
子
・
遠
刈
田

と
な
ら
ぶ
「
日
本
三
大
こ
け
し
」
の
ひ
と
つ

に
数
え
ら
れ
、
こ
け
し
工
人
が
土
湯
こ
け
し

の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
高
湯
温
泉
は
、
福
島
市
西
部
に
位
置
し
、

吾
妻
連
峰
の
中
腹
に
あ
り
、
山
形
県
の
蔵
王

温
泉
・
白
布
温
泉
と
共
に
「
奥
州
三
高
湯
」

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
有
料
道
路
「
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
」
へ
通
じ
る
県
道
沿
い
に
あ
る
小
さ
な
温

泉
街
で
す
。

　
泉
質
は
硫
黄
泉
で
、
細
か
い
硫
黄
の
粒
子

に
よ
っ
て
湯
花
が
形
成
さ
れ
白
濁
し
、
そ
の

硫
黄
の
独
特
の
匂
い
が
温
泉
街
全
体
か
ら
感

じ
ら
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

再
生
す
る
土
湯
温
泉

極
上
源
泉

共
同
浴
場
「
あ
っ
た
か
湯
」

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
建
物
の
損
壊
や
そ

の
後
の
風
評
被
害
に
よ
り
5
軒
の
旅
館
が
廃

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
土
湯
温
泉
観

光
協
会
事
務
局
長
の
池
田
さ
ん
は
「
温
泉
街

の
中
心
地
が
焼
失
し
た
昭
和
29
年
の
土
湯
大

火
以
上
の
被
害
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
ず
立

ち
上
が
る
。
復
興
し
て
み
せ
ま
す
」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
で
は
、「
土
湯
温
泉
町
復
興
再
生
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
空
き
旅
館
の
再
利
用
や

都
市
計
画
上
の
規
制
緩
和
な
ど
土
湯
温
泉
再

生
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

温
泉
街
に
は
、
自
慢
の
お
湯
を
気
軽
に
楽

し
め
る
無
料
の
足
湯
が
3
カ
所
あ
り
ま
す
。

散
策
の
ひ
と
や
す
み
に
い
か
が
で
し
ょ
う
。

高
湯
温
泉
は
、
全
国
で
8
番
目
、
東
北
で

は
初
と
な
る
「
源
泉
か
け
流
し
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
自
然
に
湧
き
出
た
湯
を
沸
か
し

昔
の
湯
治
の
湯
屋

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木

造
の
共
同
浴
場
「
あ
っ

た
か
湯
」。
源
泉
か
け

流
し
の
給
湯
方
法
が

一
目
瞭
然
で
わ
か
り

ま
す
。
近
く
に
は
「
あ
っ
た
か
温
泉
公
園
」

も
あ
り
気
軽
に
高
湯
の
お
湯
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

「
震
災
以
降
激
減
し
た
お
客
さ
ん
も
徐
々

に
戻
っ
て
来
て
い
る
。
高
湯
温
泉
の
魅
力
は

温
泉
そ
の
も
の
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
高
湯
温
泉
観
光
協
会
事
務
局
長
の
永
山
さ

ん
は
来
客
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
る
ふ
く
し
ま
！

が
ん
ば
る
ふ
く
し
ま
！

絵づけコン
クール作品
募集中！
（3/31必着）

第8回 
源泉かけ流し
全国温泉サミット
開催！

第37回
土湯こけしまつり開催！

日程／ 6 月
問い合わせ／高湯温泉観光協会
電話 024-591-1125
HP　http://www.naf.co.jp/

azumatakayu/

日程／ 4 月 21 日（土）
問い合わせ／土湯温泉観光協会
電話 024-595-2217
HP　http://www.tcy.jp/

土
湯
温
泉

土
湯
温
泉

高
湯
温
泉

高
湯
温
泉

足
湯
め
ぐ
り

た
り
、
水
を
加
え
た
り
せ
ず
に
浴
槽
に
入

れ
、
溢
れ
出
た
湯
は
そ
の
ま
ま
排
出
し
て
い

ま
す
。
高
湯
温
泉
は
す
べ
て
の
施
設
が
源
泉

か
け
流
し
で
す
。
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復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み
①

上
が
る
こ
と

が
大
切
と
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た

ち
に
は
、
毎
年
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
が

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
再
開
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
害
を
受
け
た

組
合
員
も
含
め
て
、
話
し
合
い
、
励
ま
し

合
い
、
再
開
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
組
合

員
の
和
の
力
に
よ
る
24
年
間
の
組
合
活
動

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
再
開
で
す
。」
と

組
合
長
の
山
中
さ
ん
。

今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
組
合
員
も
合

流
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

和
田
観
光
苺
組
合
は
組
合
員
数
13
名
。

平
成
元
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
3
月
11
日

の
津
波
に
よ
り
、
約
1
2
0
棟
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
半
分
が
全
半
壊
、
直
売
所
も

屋
根
と
柱
を
残
す
の
み
の
無
惨
な
姿
に
。

一
時
は
今
年
の
再
開
は
で
き
な
い
と
思
っ

た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
全
国

か
ら
の
多
く
の
支
援
に
よ
り
直
売
所
を
再

建
。
1
月
15
日
に
は
組
合
員
7
名
に
よ
り
、

観
光
い
ち
ご
園
を
再
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

「
相
馬
市
の
沿
岸
は
田
畑
の
再
開
も
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
地
域
が
荒
廃
し
て
い

く
姿
を
見
ま
し
た
。
一
刻
も
早
い
復
旧
が

必
要
、
立
ち
上
が
れ
る
者
は
、
立
ち

農
業
生
産
法
人
「
い
わ
き
遠
野
ら
ぱ
ん
」

は
、
農
業
と
観
光
を
融
合
さ
せ
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
新
設
し
よ
う
と
、
山
梨
県
の
ワ
イ
ン

農
園
に
遠
野
町
産
の
山
ブ
ド
ウ
を
持
ち
込

み
、
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
の
メ
ル
ロ
ー
種

と
交
配
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
育
っ
た
苗

を
遠
野
町
に
戻
し
て
ワ
イ
ン
を
造
る
計
画

で
し
た
が
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
山
梨
で

育
て
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
12
月
、
被
災
し

た
人
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
た
い
と
の

思
い
で
「
希
望
（
ゆ
め
）
の
ワ
イ
ン
『
レ
・

ジ
ュ
ー
・
デ
・
ラ
パ
ン
』（
フ
ラ
ン
ス
語
で「
う

さ
ぎ
の
瞳
」
と
い
う
意
味
）」
と
名
付
け
た

ワ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
山
ブ
ド
ウ
の

香
り
と
爽
や
か
な
酸
味
が
特
徴
。
販
売
は
す

で
に
開
始
さ
れ
、
売
り
上
げ
の
一
部
は
義
援

金
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

遠
野
ら
ぱ
ん
で
は
「
将
来
は
遠
野
町
に
苗

を
移
植
し
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
拠
点
に
生
産

販
売
は
も
ち
ろ
ん
体
験
交
流
な
ど
地
域
の
活

性
化
を
図
り
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
同
封
し
ま

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
産
物
直
売
所
を
併
設
し
た
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
「
と
ろ
ろ
屋
半
兵
衛
」
な
ど
も

経
営
。
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
採
れ
た
て
の

自
然
薯
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
と
ろ
ろ
定

食
」。
い
わ
き
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

相馬市和田字下柴迫 94
TEL・FAX 0244-36-5535
HP　http://blog.wadakanko-ichigo.jp/
営業時間：10時〜16時（休日の翌日が休み）
いちご狩り入園料（小学生未満半額）
　3 ／ 25 まで ･･･････1,200 円
　3 ／ 26 〜 5 ／ 6 ･･1,000 円
　5 ／ 7 〜 5 ／ 31 ････800 円

いわき市遠野町上遠野若宮 60−1
TEL 0246-74-1112
営業時間：11 時から 14 時

（水曜は定休日）

このたび和田観光苺組合がファンク
ラブ協賛店に新規加入。会員証提示
により、いちご狩り入園料を小学生
以上 100 円、小学生未満 50 円割
引します。

このたびいわき遠野らぱんが
ファンクラブ協賛店に新規加
入。会員証提示により食事代
を 5％割引きます。

割引特典

割引特典

福
島
生
ま
れ
、
山
梨
育
ち
の
希
望
（
ゆ
め
）
ワ
イ
ン

相馬のいちごは安全です。ぜひ、
自慢のいちごを味わってください。

組合長の山中さん

が
オ
ー
プ
ン

観
光
い
ち
ご
園

ふくしまファ
ンクラブ会

員へ

ふくしまファ
ンクラブ会

員へ

復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み
②

和
田
観
光
苺
組
合
（
相
馬
市
）

い
わ
き
遠
野
ら
ぱ
ん
（
い
わ
き
市
）
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駒田米穀店 有限会社ながお

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
の
節
目
の
日
、
3
月
11
日
。
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
へ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る「
新
生
ふ
く
し
ま
」の
創
造
に
向
け
て
、

県
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
こ
の
模
様

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
U
S
T
R
E
A
M
）
で
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
県
内
7
方
部
に
お
い
て
は
17
時
30
分
に
同
時
に
点
火
さ

れ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
ほ
か
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第一部／東日本大震災犠牲者追悼式（14：30 〜）
第二部／復興の誓いシンポジウム（15：25 〜）
会　場／こむこむ（福島市早稲町 1 番 1 号）

「
3
．
11
ふ
く
し
ま
復
興
の

誓
い
2
0
1
2
」
開
催

ふくしまファンクラブ
協賛店のご紹介

ふくしまファンクラブの協賛店は現在福島県内 57 箇所。会員証持参で受けられるサービスが盛りだ
くさんです。しかし、実はこのほか、大阪府内 10 店舗でも会員サービスを受けることができるのです。
今回、東日本大震災後も引き続き協賛店として活動いただいている「とろっぺ会」を取材しました。

取材した2店舗とも、店主の福島に対する熱
い思いが伝わってきました。お近くの方は「会
員証」を持って是非訪れていただきたい。（会
加盟10店舗は「特典情報」や「ホームページ」
を参照ください）

とろっぺ会の名称の由来は？
　「とろっぺ」とは会津弁で「集まる、集う」という意味。
会津のお米を扱うということで、この名称を採用しました。

福島県のお米を扱っていただいていますが、そのいき
さつは？
　元々、福島県会津の米が美味しいという認識をしていま
した。10 年前に、お米の卸の「ライスフレンド」を利用
している米販店舗が集まって会を結成。JA 会津みどりの米
を取り扱っています。

福島の米に対する消費者の反応はいかがですか？
　会では震災以後も会津に足を運び、田植え、稲刈りなど
を経験しています。販売店の店主が自ら経験することで、
消費者に生の声を届けることができると考えています。今
年は、特にその情報が必要でした。この取組みにより、消
費者に正確な情報を届けることができたと思います。小さ
いお子さんがいて、どうしても他の地方の米をということ
で福島から他に変更したご家庭もありますが、多くの方が
会津の米を今でも購入いただいています。

福島の米に対する消費者の反応はいかがですか？
　震災以後、福島の米の評判は大きく落ち込みました。
今でも苦戦しています。福島を応援してくれている根
強い人もいますが、大阪の下町は安くて美味しいもの
を追いかける傾向にあります。

店のレイアウトで福島を大きく強調されていま
すね。
　美味しい福島の米を PR していきたいと考えていま
す。PR 素材があればどんどん送っていただきたい。

中薮 浩治 氏
【とろっぺ会会長】
（大阪市福島区）

永尾 勝義 氏
【とろっぺ会会員】
（大阪市西淀川区）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
企
画
調
整
課

0
2
4-

5
2
1-

7
1
2
9

H
P
復
興
の
誓
い
2
0
1
2 

検
索

キャンドルナイト「希望のあかり」等各地の催し

会　場
開始
時間

問い合わせ先
（各地方振興局）

県北 福島県庁 11：00〜 024-523-2365

県中 郡山市中町緑地公園 16：30〜 024-935-1323

県南 白河市立図書館駐車場 17：20〜 0248-23-1524

会津 鶴ヶ城本丸ほか 11：00〜 0242-29-5217

南会津 だいくらスキー場 15：30〜 0241-62-5207

相双 南相馬市立原町第二中学校 17：00〜 0244-26-1117

いわき 平中央公園 16：30〜 0246-24-6253

キャンドルナイト
（イメージ）

3.11 ふくしま復興の誓い2012



「
私
の
実
家
は
会
津
候
の
砲
術
師
範
役

で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
御
承
知
の
八
月

二
十
三
日
い
よ
い
よ
城
内
に
立
て
籠
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
と
き
、
私
は
着
物
も
袴

も
す
べ
て
男
装
し
て
、
麻
の
草
履
を
履
き

両
刀
を
佩た

ば
さん
で
、
元も
と
ご
め籠
七
連
発
銃
を
肩
に

担
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。」「
弟
の
三
郎
と

申
し
ま
す
の
が
、
そ
の
春
、
山
城
国
鳥
羽

の
戦
い
で
討
死
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
形

見
と
し
て
着
物
と
袴
と
が
つ
き
ま
し
た
か

ら
（
中
略
）
一
は
主
君
の
た
め
、
一
は
弟

の
た
め
、
命
の
か
ぎ
り
戦
う
決
心
で
城
に

入
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。」
八
重

の
述
懐
は
、
激
し
さ
を
増
す
戊
辰
戦
争
に

あ
っ
て
決
死
の
覚
悟
で
会
津
鶴
ヶ
城
に
お

け
る
籠
城
戦
を
戦
う
決
心
を
裏
付
け
て
い

る
。籠

城
戦
は
長
期
化
す
る
。「
入
城
し
た

女
の
役
目
は
、
兵
糧
を
炊
く
こ
と
、
弾
丸

を
作
る
こ
と
、
負
傷
者
の
看
護
を
す
る
こ

と
の
三
つ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
八
重
は
、

こ
れ
ら
の
役
目
を
こ
な
し
な
が
ら
、
藩
兵

と
と
も
に
銃
撃
に
も
参
加
、
夜
襲
に
も
加

わ
っ
て
い
る
。

「
九
月
十
二
日
に
、
あ
る
人
が
月
見
櫓

平
成
25
年
大
河
ド
ラ
マ

会
津
藩
出
身
の
女
丈
夫
「
新
島 
八
重
」

大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
八
重
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
本
連
載
。

連
載
3
回
目
は
、
籠
城
戦
と
な
っ
た
会
津
鶴
ヶ
城
で
の
八
重
の
奮
闘
を
取
り
上
げ
る
。

【
集
中
連
載
・
第
3
回
】

◆
ひ
と
月
に
及
ん
だ
鶴
ヶ
城
籠
城
戦

～
八
重
が
後
に
語
っ
た
籠
城
戦
の
述
懐

　
か
ら
当
時
を
振
り
返
る
～

2新島八重略年表2

八重にまつわる小ネタ満載！八重をもっと知り隊ブログは 八重の桜　福島  で検索！

新政府軍の砲撃により傷ついた会津鶴ヶ城〈会津若松市所蔵〉

の
桜

八
重

徹
底解

剖

西暦 和暦 年齢 出来事

1845 弘化 2 0歳
会津藩砲術指南・山本権八
（父）／佐久（母）の三女と
して生まれる。

1865 慶應元 20歳 川崎尚之助と結婚。

1868 慶應 4 22歳

戊辰戦争が始まる。鶴ヶ城
に籠城し、落城まで戦い抜
く。会津藩は斗南藩に移封
される。川崎尚之助と離縁。

1871 明治 4 26歳 兄覚馬を頼り京都へ。

1876 明治 9 30歳 同志社の創立者となる新島
襄と結婚。

1890 明治 23 44歳
夫・新島襄死去。
日本赤十字社に入る。（後に
日清・日露戦争時に活躍）

1928 昭和 3 83歳 篤志看護婦としての功績に
より銀杯を下賜される。

1932 昭和 7 86歳 86歳の生涯を終える。



両
軍
の
対
峙
に
よ
り
約
一
千
名
の
死
傷

者
が
あ
り
、
今
で
も
市
内
に
は
多
く
の

慰
霊
碑
が
残
る
。

二
本
松
の
戦
い
で
は
「
白
虎
隊
」
と

並
び
称
さ
れ
る
「
二
本
松
少
年
隊
」
の

悲
劇
が
今
も
語
ら

れ
て
い
る
。
十
二

歳
か
ら
十
七
歳
の

少
年
兵
部
隊
で
多

く
の
若
い
命
が
戦

場
に
散
っ
た
。

で
官
軍
の
発
し
た
砲
丸
を
数
え
て
い
ま
し

た
ら
、そ
の
日
一
日
に
、千
二
百
八
発
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
、
一
度

音
が
聞
こ
え
る
度
に
、
黒
い
点
を
打
っ
て

数
え
た
の
だ
そ
う
で
す
。」
城
内
へ
の
砲

撃
の
す
さ
ま
じ
さ
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で

き
る
生
々
し
い
証
言
、
女
性
が
経
験
す
る

に
は
あ
ま
り
に
も
過
酷
な
運
命
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

「
明
日
の
夜
は
何い
づ
く国
の
誰
か
な
が
む
ら

ん
　
な
れ
し
み
そ
ら
に
残
る
月
か
げ
」。

一
ヶ
月
の
激
戦
を
経
て
、
開
城
と
な
っ
た

九
月
二
十
三
日
夜
、
八
重
が
三
の
丸
で
詠

ん
だ
句
と
さ
れ
る
。
八
重
は
ど
れ
ほ
ど
の

悔
し
さ
で
こ
の
句
を
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

八
重
の
兄
・
覚
馬
は
、
会
津
の
地
に

あ
り
な
が
ら
、
江
戸
で
学
ん
だ
知
識
を

基
に
『
守
四
門
両
戸
之
策
』
と
い
う
京

都
、
江
戸
を
守
る
海
防
論
を
発
表
し
て

い
る
。
藩
主
松
平
容
保
に
従
い
元
治
元

（
1
8
6
4
）
年
に
京
都
に
入
る
前
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

京
都
で
は
、
師
事
し
て
い
た
佐
久
間

象
山
と
と
も
に
天
皇
を
彦
根
に
移
そ
う

と
す
る
遷
座
・
遷
都
計
画
に
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
。
佐
久
間
象
山
遭
難
後
は
、

そ
の
遺
児
で
あ
る
格
二
郎
の
後
見
を
勝

◆
兄
・
覚
馬
の
数
奇
な
運
命

※文中の八重の述懐は「婦人世界 4 巻第 13 号明治 42 年 11 月発行」による。現代用語に置き換え、句読点を挿入し読みやすく加工している。

入城当時を記念する写真（両
刀、銃、草履は形見）

〈同志社大学提供〉

　
舞
台
と
な
っ
た
会
津
若
松
鶴
ヶ
城
で
は
、
4

月
6
日
（
金
）
～
5
月
15
日
（
火
）
天
守
閣
一

層
で
、「
松
平
容
保
」
と
題
し
た
特
集
展
示
を

行
う
。

　
激
動
の
幕
末
期
に
会
津
藩
を
率
い
た
九
代
藩

主
松
平
容
保
。
会
津
藩
の
運
命
と
共
に
歩
ん
だ

そ
の
生
涯
が
紹
介
さ
れ
る
。
是
非
、
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

王
政
復
古
を
経
て
明
治
政
府
を
樹
立

し
た
薩
摩
藩
・
長
州
藩
ら
を
中
核
と
し

た
新
政
府
軍
と
、
旧
幕
府
勢
力
お
よ
び

奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
戦
っ
た
日
本
の

内
戦
。
名
称
は
慶
応
四
年
／
明
治
元

（
1
8
6
8
）
年
の
干
支
が
「
戊
辰
」

で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

山
本
八
重
が
経
験
し
た
戊
辰
戦
争

は
、
こ
の
戦
争
中
の
「
会
津
戦
争
」

で
あ
る
。
幕
府
を
支
え
続
け
た
会
津

藩
は
徹
底
抗
戦
し
て
い
た
が
、
奥
羽

越
列
藩
同
盟
の
盟
主
で
あ
る
米
沢
・

仙
台
両
藩
の
降
伏
等
に
よ
り
進
退
窮

ま
り
降
伏
。
九
月
二
十
二
日
の
朝
「
降

参
」
と
書
か
れ
た
白
旗
が
会
津
戦
争

の
幕
を
引
い
た
。

福
島
県
内
の
激
戦
地
と
し
て
は
、
会

津
戦
争
以
外
に
白
河
口
の
戦
い
、
二
本

松
の
戦
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。

白
河
口
の
戦
い
で
は
城
に
拠
る
東
軍

を
西
軍
が
三
方
向
か
ら
攻
撃
し
た
五
月

朔
日
（
新
暦
六

月
二
十
日
）
の

戦
が
最
も
激
し

い
。
白
河
で
は

約
百
日
に
渡
る

二本松少年顕彰碑（霞ヶ城公園）

白河小峰城（現在は被災
を受け修復工事中）

海
舟
よ
り
託
さ
れ
て
い
る
。

覚
馬
は
こ
の
後
、
禁
門
（
蛤
御
門
）

の
変
で
銃
砲
隊
を
指
揮
し
長
州
側
敗
残

兵
を
鎮
圧
し
、
そ
の
功
も
あ
り
公
用
人

と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
る
。
覚
馬
は
こ

の
よ
う
な
活
躍
に
よ
り
、
そ
の
地
位
を

固
め
て
い
く
。

そ
の
覚
馬
を
病
魔
が
襲
う
。
視
力
が

徐
々
に
落
ち
始
め
る
の
で
あ
る
。
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
の
時
点
で
は
既
に
盲
目
と

な
っ
て
お
り
、
薩
摩
藩
兵
に
捕
え
ら
れ
、

薩
摩
藩
邸
（
現
在
の
同
志
社
大
学
敷
地

内
）
に
幽
閉
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
山
本
覚
馬
は
そ
の

声
名
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
幽
閉
中
も

優
遇
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
間
に
口
述

し
た
『
管
見
』
は
小
松
帯
刀
や
西
郷
隆

盛
か
ら
も
評
価
さ
れ
、
明
治
以
降
の
活

躍
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

戊
辰
戦
争
で
全
く
異
な
る
経
験
を
し

た
兄
と
妹
、
そ
の
波
乱
に
満
ち
た
運
命

は
、
二
人
が
再
開
す
る
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がんばろうふくしま！ 大交流フェア開催！！
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プレゼント
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すてきなもん
プレゼント

　復興へ向けてがんばる福島、元気な福島を感じてもらう
ために、来る3月20日（火・祝）、東京国際フォーラムにて、
大交流フェアを開催します。
　フェアの目玉は、福島の復興を早くから支援し、紅白歌合
戦にも出場した郡山出身の名俳優西田敏行さんと佐藤雄平
知事のトークショー。ふるさとふくしまを熱く語ります。
　復興のシンボルとして全国キャラバンを展開したいわき
スパリゾートハワイアンズのフラガールのダンスショーや
なみえ焼そば、ふくしま餃子、会津地鶏などのご当地グルメ
もお楽しみください。
　また、同志社大学にも協力をいただく「八重の桜コーナー」や赤べこや起き上
がり小法師の絵付け体験コーナー、定住二地域居住や就職などの相談ブースな
ど盛りだくさん。原発事故や風評被害になんて負けない「ふくしま」を存分に味
わってください！会場でお待ちしております！

平成19年 5月に発足してから、今年の1月で、ファンク
ラブ会員が6,000名を越えました。多くのふくしまファン
に支えられ今日があります。改めて感謝いたします。がん
ばっぺふくしま！⃝期間　　3 月 31 日（土）まで

　詳しくは HP「ふくしまからありがとう」で検索！

県内に宿泊された方から抽選で 1 万名様
に 5,000 円相当の県産品をプレゼント。

編集・発行　ふくしまファンクラブ事務局　〒 960-8670　福島県福島市杉妻町 2-16　福島県観光交流課　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　024-521-7287　ＦＡＸ　024-521-7888　ＨＰ　http://www.pref.fukushima.jp/fui/

　東京電力の原発事故による環境放射能測定値については、福島県災害対策本部のホームページ（http://www.pref.fukushima.jp/）
で確認することができます。

福島を訪れる方へ

編 集 後 記

※当選者の発表は賞品の発送に代えさせていただきます。お預かりした個人情報は、賞品の発送などファンクラブに関する事務以外に使用する
ことはありません。福島県個人情報保護条例に基づき、個人情報の目的外利用はいたしません。

※応募は満 20 歳以上の方に限らせていただきます。

抽選で「希望（ゆめ）のワイン『レ・ジュー・デ・ラパン』1 本（500㎖）」を 3 名の方
へプレゼント！

応 募 方 法 はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号、会員番号、
今回の会報の感想などを明記し、下記のあて先へご応
募下さい。

応 募 締 切 3 月 26 日（月）必着
あ て 先 〒 960-8670（住所記載不要）福島県庁観光交流課

ふくしまファンクラブ「プレゼント」係

「ふくしまからありがとう」
キャンペーン実施中！

ファンクラブでは、会員情報をメルマガ方式によりお知らせするメール
会員を新たに募集します。現在会員になっている方も、メール会員への
移行が可能です。

・いち早く旬な情報をお届けします　
・赤べこキーホルダープレゼント

メリット 【移行登録方法】
氏名と会員番号とメールアドレスをご連絡ください。
FAX024-521-7888　又は　メール f.fanclub@pref.fukushima.jp
※メール会員へは封書による会報は原則発送しません。

メール
会員

募集！


